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まち・暮らしにおけるQoL向上の取り組みF E A T U R E D  A R T I C L E S

日立東大ラボにおける
次世代スマートシティ実現に向けた取り組み
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Society 5.0の具現化を目的に設立された日立東大ラボでは，人間中心のデータ駆動型スマート
シティの実現をめざし，ハビタット・イノベーションプロジェクトに取り組んでいる。
本稿では本プロジェクトについて，（1）経済的成長と社会課題の解決を両立しつつ，人間中心
の社会を実現するための指針となるフレームワーク，（2）QoL評価およびデータ利活用の社会的
受容性の検討を含めた文理協創の取り組み，そして（3）具体的な社会実装事例の一つとして，
松山スマートシティプロジェクトの概要と今後の展開について述べる。

1. はじめに

日立東大ラボは，第5期科学技術基本計画において提
唱された将来ビジョン「Society 5.0」を具現化すること
を目的に，2016年6月に東京大学内に創設された1）。
Society 5.0は，「科学技術イノベーション総合戦略2017」
において，「サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合
させることにより，地域，年齢，性別，言語などによる
格差なく，多様なニーズ，潜在的なニーズにきめ細かに
対応したモノやサービスを提供することで経済的発展と
社会的課題の解決を両立し，人々が快適で活力に満ちた
質の高い生活を送ることのできる，人間中心の社会であ
る」と記されている。日立東大ラボでは，こうしたビジョ
ンの実現に向け，「エネルギーシステム」と「ハビタッ
ト・イノベーション」の二つのプロジェクトに取り組ん

でいる（図1参照）。前者は，Society 5.0を支える，トー
タルエネルギーシステムのあり方を検討し，提言として
まとめ2），対外発信している。後者は，Society 5.0の考
え方に基づく人間中心のスマートシティを居住からの変
革により実現することをめざしている。本稿においては，
ハビタット・イノベーションの概念とその取り組み内容
を紹介する。

2. ハビタット・イノベーションのめざす姿

2.1

社会課題解決に向けた
ハビタット・イノベーションのフレームワーク

日立東大ラボでは，経済的成長と社会課題の解決を両
立しつつ，人間中心の社会を実現するために，以下に示
すKPI（Key Performance Indicator）リンクという考え
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方を提案している3）。
例えば，国際的な社会課題の一つに人口当たりのCO2
排出量の削減が挙げられるが，国際連合でも使用されて
いる「CO2排出量／人口」の指標は，捉え方によっては
人が我慢して活動を抑制する方向にもつながりかねない
（図2上段参照）。実際，日本の役所の施設内でも真夏の
猛暑日に空調の室温を29度に設定し，暑い中，我慢して
仕事をしているような光景も珍しくない。こうした我慢
する省エネルギーなどのように，人の欲求や活動を抑制
することで達成する指標と認識されてしまうと，社会課
題の解決と経済的発展のための活動は二項対立的に捉え
られ，その両立は極めて困難なものとして考えざるをえ

なくなってしまう。
そこで，日立東大ラボでは，この社会課題に関する分
数で表記された指標の分子と分母にそれぞれ同じ項目
（エネルギー消費量と活動量）を掛ける操作を行い，因数
分解式にすることでその両立を説明するKPIリンクとい
う考え方を提案している。すなわち，因数分解により三
つの項に分解することで，一人当たりの経済活動量を向
上させることと社会課題の解決の両立を図るとした
Society 5.0の考え方をより明示的に表現する表記法を提
唱している（図2下段参照）。
例えば，地球温暖化という社会課題に対する指標であ
る人口一人当たりのCO2排出量の削減は，KPIリンクに

2016年6月～
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ハビタット・イノベーションPJ
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図1｜日立東大ラボの取り組み
日立東大ラボはSociety 5.0の具現化を目的に，「まちづくり」と「エネルギーシステム」のテーマに取り組んでいる。
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図2｜ 社会課題解決へ向けた
KPIリンクの考え方

社会課題に対応するKPI（ここでは一人当たりのCO2
排出量）の分母と分子に同じ項目（エネルギー消費
量と活動量）を掛けることにより，３項の積から表現
される因数分解を実施する。それぞれの項が，構造
転換，技術イノベーション，QoLに対応する項となり，
Society 5.0の考え方を明示的に表現する。

注：略語説明
KPI（Key Performance Indicator）
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よる式において，この社会課題におけるその解決と経済
成長の両立の方法と研究開発の位置づけを，三つの項に
因数分解することで説明することとなり，三つの項それ
ぞれはめざす指標の策定につなげることもできる。
図2下段の左側の項は，エネルギー消費量当たりのCO2
排出量を示し，これを低減するためには自然再生エネル
ギーなどへの転換が必要であり，政策提言などにより実
現をめざす「構造転換」に対応する項と言える。
二番目の項は，人の活動量当たりのエネルギー消費量
を示し，これを低減するためには技術開発によるビル・
住宅・都市施設の性能の向上が必要であり，技術開発な
どによりその実現をめざす「イノベーション」に対応す
る項と言える。
三番目の項は，一人当たりの，快適な環境下で活発に
活動する量を示し，経済的発展に寄与するとともに人々
の生活の豊かさを表しており，生活の質（QoL：Quality 
of Life）に対応する項として捉えることができる。
KPIリンクでは，さまざまな分野の社会課題の指標に
対し，課題解決と経済的発展の両立を図るうえで必要な
政策提言や技術開発の位置づけをより分かりやすく示す
ことができるとともに，研究開発を通じてわれわれがめ
ざす方向性を分かりやすく共有できるものと考えてい
る。すなわち，こうした因数分解の操作を通じて生成さ
れるKPIリンクの考え方は，さまざまな社会課題の解決
に対応する指標にも適応でき，Society 5.0がめざす，QoL
を高めながら，社会課題解決と経済的発展を両立させる
ということの意味と，そのための研究開発や政策提言の
役割を明確化するうえで有効であると考えている。

2.2

ハビタット・イノベーションの取り組み

前節で述べたフレームワークをガイドラインとし，人
間中心のスマートシティの実現に向けて，ハビタット・
イノベーションプロジェクトでは以下の取り組みを進め
ている。
（1）新たな価値を創造する基となる都市データの生成・
蓄積と，これを知識化・価値化する情報処理基盤を整備
する。
（2）都市のデータ，情報処理基盤を活用して価値を創造
する主体となるべく，住民も含めたステークホルダー間
の連携・協創を加速させ，構想を国際社会に展開する。
こうした取り組みを通じ，サイバー空間とフィジカル
空間を高度に融合させるデータ駆動型スマートシティ実
現に寄与することをめざしている。そこでは，データ連
携プラットフォームの構築により，データの取得と情報
化が即座に行われ，専門家による高度な判断（情報の知
識化）を内包した短いサイクルのデータ活用技術を通じ
て，現場の課題に迅速に対応しうる効果的な都市マネジ
メントが実現することとなる。またAI（Artifi cial 
Intelligence）やIoT（Internet of Things）技術を活用し
て，データの取得，情報化，知識化までがリアルタイム
データ処理によって行われることで，個人の行動に対し
て直接働きかけることが可能となり，個人が自律的に行
動を選択できる小さなサイクル（自律改善サイクル）が
生み出され，QoL向上が実現されることとなる（図3参照）。
一方，データ利活用に関する技術がいかにしてユー
ザーである住民らに受け入れられるかといった社会的受
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図3｜データ駆動型
スマートシティプランニングのプロセス
従来の都市計画では，調査，データ取得と分析，課
題整理，都市計画の立案から実施，評価，更新ま
での工程におおよそ5～10年の「長周期のデータ活
用」が基本とされてきた。近年，都市計画分野にお
いて各地で実施されている社会実験・実証実験やタ
クティカルアーバニズムなどの取り組みは，数日から数
か月の比較的短期間に実施する限定的で小規模な
事業であり，従来の５～10年のスパンで計画を見直
すサイクルとは異なる「短周期データ活用」の取り組
みと言える。さらに，AIやIoT（Internet of Things）
技術により，データの取得・情報化・知識化がリア
ルタイムに行われると，従来のデータ活用と計画の周
期に依存せず，個人の行動に対して直接働きかける
ことが可能となる。すなわち，必要な情報がリアルタ
イムを基本としながらも，最適なタイミングで配信（受
信）されることにより，個人が自律的に行動を選択で
きる「自律改善サイクル」が生み出され，QoL向上
が実現する。

注：略語説明
AI（Artifi cial Intelligence），OS（Operating System）
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容性にかかる知見とその蓄積は，Society 5.0に関わる技
術者，事業者，行政などがデータ利活用のよりどころと
すべき指針を得るために極めて重要である。データ利活
用に対する社会的受容性を考慮せずに制度設計を行う
と，データ社会は，人間中心の社会と同義ではなくなっ
てしまう。そのため，指針を得る手段として社会心理学，
社会倫理学，哲学などの人文系と工学系との融合領域の
開拓が必須と考え，「人間中心の社会」としてのスマート
シティの評価法とQoL評価，およびデータ利活用の社会
的受容 性というテーマに関し，文理協創を進めている4）。
さらに，こうした人間中心の次世代スマートシティの
概念整理に加え，実フィールドでの社会実装にも着手し
ている。次章では，その一つの例として，愛媛県松山市
における取り組み内容を紹介する。

3. 松山市での取り組み事例

日立東大ラボではハビタット・イノベーションの実装
フィールドの一つとして，2017年より愛媛県松山市にお
いて実証を行ってきた5）。この取り組みは，松山市の「歩
いて暮らせるまちづくり」構想の実現に向けた市の施策
と協調しており6），2019年度に選定された国土交通省ス
マートシティモデル事業とも連携している。本章では，
松山スマートシティプロジェクトの概要および新型コロ

ナウイルスや自然災害への対応を想定した今後の展開に
ついて述べる。

3.1

松山スマートシティプロジェクトの概要

伊予鉄道松山市駅およびJR松山駅の駅前広場の設計，
さらにそれらの交通拠点をつなぐ歩行空間の設計を対象
に，日立東大ラボが提唱するデータ駆動型都市プランニ
ングの方法の地域への実装および実証を進めている。（1）
City Probe（人や交通流などの都市データのセンシン
グ），（2）City Data-Spa（地域密着型の都市データプラッ
トフォーム），（3）City Sim（都市整備施策の効果算定な
どに活用するシミュレーション），（4）City Scope［デー
タ可視化ツールCyber-PoC（Proof of Concept）for Cities］
の技術を用いた都市空間の充実化，さらにはCity Ride
（次世代モビリティサービス）などの新たな都市サービス
の創出を図り，それらの取り組みによる「笑顔あふれる
歩いて暮らせるまち」の実現をめざしている（図4参照）。
このうち，日立製作所デジタルフロント事業部にて検
討している都市データプラットフォーム（City Data-Spa）
の整備方針を以下に述べる。
（1）センシング機器で取得されたデータや関連する各種
データを「蓄積する」。
（2）蓄積されたデータを「整える」，「価値ある情報へ変
換する」，「他システムと連携する」機能を備える。

スマートシティ実現に向け，
松山市では，
四つの先進的技術を用いて
データ駆動型都市プランニングの
方法論を確立する。
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図4｜松山市がめざすデータ駆動型都市プランニングの概要
まちなかの多様なデータを取得・集約・可視化して市民との合意形成・計画策定に活用することで，次世代都市サービスを創出する。

注：略語説明など
SNS（Social Networking Service）
※）Wi-Fiは，Wi-Fi Allianceの登録商標である。
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（3）新たな効果や発見が期待できるさまざまな情報を用
いた情報の可視化や効果予測につながる情報基盤とする。
都市データプラットフォームの活用は，都市計画業務
から始めるが，将来的に連携先や情報の種類・活用分野
を広げ，最終的には民間活用を見据えた対象業務の拡張
を想定している。都市データプラットフォームの地域実
装は，その実証計画を立て，プロトタイプを創り，利用
者にとって有用で使いやすいユーザーインタフェースを
含めた仕様・機能を検証し，機能を追加・改修していく，
いわゆるデザイン思考のプロセスを実行するものである
（図5参照）。

3.2

データ駆動型プランニングの今後の展開

前節で述べたデジタル技術を活用したプランニング

（都市計画）手法の適用により，最適化された都市空間の
形成と次世代都市サービスの相乗効果の創出が可能にな
る。そして，誰もが歩いて暮らせることによる生きがい
創出や健康増進などの市民のQoL向上と同時に，低炭素・
循環型社会，観光地としての魅力向上，交流促進による
経済活性化といった施策の実現へとつながっていくもの
と考えている（図6参照）。
また，近年の新型コロナウイルス感染症や豪雨災害，
さらには近い将来予想される南海トラフ地震などの災害
を事前に想定して迅速に対応するためにも，データ駆動
型プランニングの実現は喫緊の課題である。データ駆動
型プランニングは前述の平常時のまちづくりに加え，回
遊行動シミュレーション技術の津波発生時の避難行動へ
の適用や，新型コロナウイルス禍で有用な人流測定技術
の三密回避への応用，さらにはCity Scopeによるまちづ
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レーション

● 自治体
・ 施設別エネルギー
利用情報
● エネルギー事業者
・ エネルギー関連情報

データ加工

データカタログ データベース

データ変換 分野間データ連携機能

松山アーバンデザインセンター

分野

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

都
市
デ
ー
タ

都市計画 移動／活動 事前復興／防災 環境／エネルギー

・ 都市計画検討／評価
・ 防災計画検討／評価

・ まちづくりビジョン ・ 都市サービス
検討／評価

ツール群

・ 交通情報
・ イベント ・ 施設情報
・ 防災情報

図5｜ City Data-Spa （都市データプラットフォーム）のイメージ
まちづくりに関係する多分野のデータを可視化やシミュレーションを行いやすい形にして，まちづくり関係者や次世代都市サービスの提供事業者に提供する。

注：略語説明
UDC（Urban Design Center），GIS（Geographic Information System），API（Application Programming Interface），OD（Origin Destination）
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松山城
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空間の整備

次世代モビリティ 目的地までの移動，乗換などを
最適化する新モビリティの実装

路面電車 地域特有の交通形態を生かした
交通ネットワークの形成

乗り換えする人々
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観光客

図6｜松山市がめざすスマートシティ
「笑顔あふれる歩いて暮らせるまち」の実現により市
民のQoL向上と観光による経済活性化を両立し，同
時に低炭素化と災害対応を図る。

（国交省スマートシティモデル事業概要図より引用）
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くりリモートワークショップなど，平常時以外への活用
も並行して検討を進めている（図7参照）。

4. おわりに

本稿では，日立東大ラボにおける次世代スマートシティ
に関する取り組みを紹介した。2020年度より，松山市や
柏の葉スマートシティにおける社会実装に軸足を置いた
活動を始めたところであるが，新型コロナウイルスはス
マートシティのあり方を大きく変化させるだろう。今後，
リモート化する社会における都市空間・生活のあり方を
見定めたうえで，新たに生じうる都市課題を解決する
データ利活用が求められることとなる。例えば，人流デー
タも混雑を避けてソーシャルディスタンスを確保する行
動変容を促す方向での活用が期待されることとなる。今
後は，弱者を守るインクルーシブな都市社会の実現に向
け，サイバー空間の活用がますます重要になってくると
考えられ，ハビタット・イノベーションプロジェクトは
その実現に向けた取り組みを進めていくものである。
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本稿で述べた松山スマートシティプロジェクトに関し
ては，東京大学大学院工学系研究科の羽藤英二教授にご
指導いただいている。深く感謝の意を表する次第である。

自動車 自動車 自動車電車

図7｜愛媛県愛南町における事前復興の取り組み（左），レーザーセンサーによる松山市大手町駅付近の乗降客の行動計測（右）
人流を計測して現況把握し，行動シミュレーションに生かすことで，災害時の避難行動や交通機関乗り換えの改善に活用する。
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